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2017年3⽉期 ご説明のポイント

2、「継続企業の前提に関する事項」への対応について

3、「財務基盤の安定化」について

4、今後の展望について

 収益性の向上に向けた取り組み
 財務の安定化に向けた取り組み

 今期の業績予想につきましては、現時点で⾮開⽰
 6次産業化や海外展開、ブランディング強化に向けて着実に前進

1、2017年3⽉期決算について

 株式会社アスラポート・ダイニング様からの資⾦調達について
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1-1、2017年3⽉期 通期決算の概要
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2016年3⽉期 2017年3⽉期
増減額 増減⽐

（単位︓百万円） 実績 構成⽐ 実績 構成⽐

売上⾼ 3,893 100％ 3,868 100％ △25 △0.6％

売上原価 1,231 31.9％ 1,261 32.6％ ＋30 +2.4％

売上総利益 2,661 68.1％ 2,606 67.4％ △55 △2.0%

販管費 3,003 75.7％ 3,068 79.3％ ＋65 +2.1%

営業利益（損失） △342 △7.6％ △461 △11.9％ △119 －

経常利益（損失） △349 △7.8％ △475 △12.3％ △126 －

当期純利益（損失） △486 △13.3％ △744 △19.2％ △258 －

当期純利益＝親会社株主に帰属する当期純利益

減収減益となり、2期連続の営業損失を計上（損失幅も拡⼤）
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1-2、2017年3⽉期 セグメント別売上⾼⽐較
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【既存店の売上、客数、客単価の増減率】

（※）種苗売上等の店舗事業以外の売上を含む

（単位︓百万円） 増減額 備考

直営店舗事業 +7

新規出店 +554 2016年3⽉期出店 5店舗
2017年3⽉期出店 4店舗

閉店 ▲91

既存店 ▲456 -5.7%

卸売事業等（＊） ▲33

合計 ▲25

既存店 対前年⽐
売上 94.3%
客数 97.1%

客単価 97.0%

不採算店舗の閉店や既存店の低迷、卸売事業の落ち込みが減収要因
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1-3、特別損益項⽬
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経常利益 －475 （百万円）

特別利益
国庫補助⾦（岩⼿⼤槌事業にかかる補助⾦） +812

特別損失
店舗閉鎖損失 －313
事業所閉鎖損失（広島浄化センター） －34
減損損失 －509

税⾦等調整前当期純利益 －520

法⼈税等 －252

当期純利益 －772

店舗閉鎖損失、減損損失等の特別損失も利益を⼤きく圧迫
ただ、今後に向けてはコスト削減要因
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２-1、「継続企業の前提に関する事項」への対応について
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2期連続の営業損失の計上や、それに伴う財政状態の悪化など、
当社の置かれた現状が「継続企業の前提に疑義を⽣じさせるような事
象及び状況が存在する場合」に該当するという判断により、
その旨を注記したものです。

このような状況からの改善及び解消に向けて、
以下の課題に取り組んでおります。

「収益性の向上」
「財務基盤の安定化」

＜経緯＞
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2-2、収益性の向上に向けて
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 店舗収益性の改善

 不採算店の整理

 戦略的な⼈財育成への投資

 本社機能と⼀般管理費の最適化

 事業ポートフォリオの最適化

＜主な施策と成果＞
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2-3、既存店売上⾼の推移
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⾜元の既存店売上⾼はプラスで推移（客数の伸びが寄与）
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3、「財務基盤の安定化」について
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株式会社アスラポート・ダイニング様から資⾦調達を実施

なお、株式会社アスラポート・ダイニング様とは、資⾦調達だけでなく、
様々な⾓度からの事業シナジーの可能性が⾼いことから、今後の協業に
向けて、現在協議を進めている段階です

＜主な施策と成果＞
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4-1、今期の業績⾒通しについて
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＜理由＞
現在、株式会社アスラポート・ダイニング様との間で、今後の事業提携に
向けた協議を進めている段階であり、その結果や内容が今期の業績に⼤き
な影響を及ぼす可能性があることから、現時点で合理的な業績予想の算定
が困難であると判断

開⽰が可能となった時点で速やかに開⽰します

今期の業績予想につきましては、
現時点で⾮開⽰とさせていただきます
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4-2、中期的な展望について
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六次産業化に向け着実に前進
 岩⼿・⼤槌の「⼤槌 牡蠣ノ星」の⼯場部分が5⽉より稼働し、

新たな価値観の牡蠣フライなどの牡蠣加⼯品の⽣産をスタート
 愛媛での海⾯養殖⽣産の⾃社ブランドの岩牡蠣「種夏」の⽣産拡⼤

海外戦略の強化
 アジア向けの輸出が夏よりスタート予定。

沖縄に輸出⽤ハブ施設を沖縄電⼒グループ会社 沖電開発株式会社様か
ら借受け、アジア市場へのジャストインタイムの輸出体制を確⽴。

ブランディングの強化
 更なる安全性を向上させた、「ミネラルオイスター」を⽇本のみならず、

アジアへも展開して、グローバルブランドに育てる。
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【IRに関するお問い合わせ先】
株式会社ゼネラル・オイスター

経営戦略本部 IR担当
TEL:03-6667-6606

お問い合わせ先お問い合わせ先

【免責事項】
本資料に記載されている予測、⾒通し、戦略およびその他歴史的事実ではないものは、当グループが資料
作成時点で⼊⼿可能な情報を基としており、その情報の正確性を保証するものではありません。
これらは経済環境、経営環境の変動などにより、予想と⼤きく異る可能性があります。


